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国際バカロレア（The International Baccalaureate）と 

ＵＷＣにおけるカリキュラムについて 

 

2 0 2 4 年 ９ 月 

(公社)ＵＷＣ日本協会 

 

 

1. 国際バカロレア（The International Baccalaureate ＝ ＩＢ） 

国際バカロレア（ＩＢ）とは、世界共通の基準を持つ国際教育プログラムで、

大学進学前の２年間に実施される教育課程を「ＩＢディプロマプログラム」と称

しています。ＩＢディプロマプログラム課程を修了し、終了試験に合格すると、

ＩＢディプロマを取得することができます。これは、世界の多くの大学で入学資

格として認められています。 

ＩＢのプログラムには、主要科目（言語、社会科学、自然科学、数学、選択科

目）のみならず、一般教養や卒業論文、社会奉仕活動なども含まれており、学業

だけに片寄らない、バランスのとれた学生を育成することを目的としています。 

 

2. 科目紹介 

ＩＢディプロマは、６科目についてそれぞれ良い成績を修めた者に与えられ

ます。６科目は、以下の６分野から選択できます。 

(1) 言 語 Ａ：通常はその生徒の母国語を履修。したがって、日本人生徒の場

合には日本語を履修 

(2) 言 語 Ｂ：外国語を履修。通常は英語を履修 

(3) 社会科学：歴史学、地理学、経済学、哲学、心理学、社会人類学、経営学

などを履修 

(4) 自然科学：生物学、化学、応用化学、物理学、理論化学などを履修 

(5) 数  学 

(6) 選択科目：芸術(音楽、美術など)。または(2)～(4)の科目の中から１科目

を履修 

これら６科目のうち、３科目は上級レベル（Higher Level）で、あとの３科目

は標準レベル（Standard Level）で受験し、最終試験で合格点を取ることが要求

されています。なお、ＵＷＣでは上級レベルは各科目240時間、標準レベルは各

科目150時間の授業があり、上級レベルの方が標準レベルより内容が深くなって

います。 

 

3. ＴＯＫ（Theory of Knowledge） 

ＩＢのプログラムでは、上記の科目のほかにＴＯＫ（Theory of Knowledge）

と呼ばれる科目が必修となっています。これは主に教師と生徒との討論によっ
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て進められる一般教養コースで、試験・論文などによって評価が行われます。 

 

4. Extended Essay（卒業論文） 

ＩＢ受験者は、履修科目の中から１科目を選び、その分野に関して自由研究を

行い、その結果を4000語以上の英文にまとめて、提出することが要求されていま

す。 

 

5. Creativity, Action, Service (ＣＡＳ) 

ＩＢディプロマプログラムは、上記のほかに社会奉仕活動やクラブ活動に参

加することを全生徒に義務づけています。 

 

 

なお、国際バカロレアの詳細につきましては、以下もご参照ください。 

［文部科学省ホームページ「国際バカロレアについて」］ 

http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/ib/ 

 

以 上 


